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●各ボルト・ビス類は、確実に締め付けてください。
●無理にボルト・ビスを締め付けないでください。
破損の原因となります。
●施工完了後は、扉の開閉チェックを行い、不具
合がないか確認してください。

●この度は、当社製品をご採用いただき誠にありがとうございます。	
商品を正しく安全に組立・施工していただくために、この施工説明書をよくお読みの上、作業を行ってください。
●本説明書に示した注意事項は、商品の性能・機能および強度や安全性を確保する上での重要な内容です。	
施工にあたっては必ずお守りください。
●施工は専門業者が行ってください。専門知識のない方が施工されますと不具合発生の原因となることがあります。
●施工にあたっては、錠の組立施工説明書も合わせて参照してください。
●この説明書は施工後必ず施主様へお渡しください。

施工説明書番号 ME-2�86

この説明書に示した注意事項は、安全に関する重要な内容を示しています。人身事故や財産への損害を未然に防止するため、次のような絵表示をしています。

絵表示 意味 絵表示 ご使用上の注意とお願い

この表示を無視して誤った取り扱いをすると使用
者等が負傷する危険や物的損害の発生が予想され
ることを表しています。

「必ず行っていただくこと」を示しています。
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 施工説明書引戸門扉  2 連引き

施工時の注意事項 施工にあたっては次の点をご注意ください。

●モルタル用に海砂を使用されますと、多量に塩分が含まれているた
め、腐食の原因になりますのでご使用を避けていただくか、十分
水洗いしたものをご使用ください。また、モルタルやコンクリー
トの急結剤は腐食の発生や促進作用がありますのでその使用を避
けていただくか、塩化カルシウムや塩素系の化合物・珪酸ナトリ
ウム等の入っていないものをご使用ください。

●アルミ商品と銅板やラス等の異種金属が接触しないようにしてくだ
さい。接触する場合には、ビニールテープ等を貼るか塗料等で絶
縁処理をしてください。

●腐食の恐れのある接着剤や化学薬品を使用する場合には、商品と接
触しないようにするか接触する部分を完全に養生してください。

●埋込柱内部にモルタルやコンクリートや水などが入らないようにして
ください。柱内部の異常腐食や柱の凍結破損の原因になります。

●モルタルやコンクリートの抽出液は強アルカリ性で、しみやむら等
の外観不良や腐食の原因になりますので、工事中に商品に付着し
ないようご注意ください。

●施工時に商品の表面に付着したモルタルやコンクリート等は速やか
に清掃してください。また、アルミ表面にキズをつけますと腐食
しやすくなりますので取扱いには十分注意してください。

●基礎施工は、地下埋設物（給水配管等）に影響を及ぼさないように
柱位置を決めてください。

●養生期間は十分（４日～１週間）にとり、養生期間中は重いものを
のせたり、振動させたりしないように指示してください。

●改造・変更をしないでください。
●風当りの強い場所、崖上、山上、高台、海岸べりには設置しないでください。
●本説明書に記載されている以外の免責事項は、総合カタログをご参
照ください。

※この説明書内のイラストは、「右引き（道路側より見て）」・
「内観図」で示しています。（「外観図」と指示のある場
合を除きます。）
※「左引き（道路側より見て）」の場合は、左右対称に施
工してください。

改－ 2
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●施工前に、部材数量および部品数量を確認してください。また、品質に支障のある損傷が無いか確認してください。
●説明書に記載している部材・部品 ( ビス含 ) 以外は使用しないでください。
●錠・オプションは、別途施工説明書を確認してください。

梱包明細

梱包名称 梱包内容 ※表内の（　）は個数を表しています。

先導扉 先導扉本体（1）・縦框キャップセット（1）・落し棒取付孔フサギカバーセット（1）

親扉 親扉本体（1）・縦框キャップセット（1）・落し受け壺※1（1）

戸車 戸車（2）・ボルトセット（1）・抜け止めストッパーセット（1）・自走防止部品セット（1）

門柱 戸当り柱（1）・2連引き用ガイド柱（1）・2連引き用ガイドローラーセット（1）	
施工説明書［ME-2186］※ 2（1）・取扱説明書［MET-1073］※ 2（1）

戸当り 戸当り（1）・部品セット（1）

ステンレス	
レール

本体巾：20 ～ 22 レール［L=1875］（2）

本体巾：24 ～ 26 レール［L=2375］（2）

本体巾：27 ～ 30 レール［L=2675］（2）

L=2375 レール［L=2375］（1）

L=3175 レール［L=3175］（1）

※ 1　落し受け壺は、下記セット部品の「縦框キャップセット　親扉用」に同梱されています。	
※ 2　施工説明書・取扱説明書は、下記セット部品の「2連引き用ガイドローラーセット」に同梱されています。セット部品明細

梱包名称 梱包内容 ※表内の（　）は個数を表しています。

縦框キャップ	
セット

先導扉用 縦框キャップ（2）・セムスビス（2）・施工説明書［ME-2151］（1）

親扉用 縦框キャップ（2）・セムスビス（2）・落し受け壺［梱包明細と同一品］（1）・施工説明書［ME-2151］（1）

落し棒取付孔フサギカバー
セット 落し棒取付孔フサギカバー（1）・φ 5 × 12 トラスタッピン 3種（2）

ボルトセット M8× 30 六角ボルト（2）・M8用バネ座金（2）

自走防止部品セット 自走防止部品（1）・φ 4 × 13 セルフドリリングビス（2）

抜け止めストッパーセット 抜け止めストッパー（1）・φ 4 × 16 セルフドリリングビス（2）

2連引き用ガイドローラー
セット

戸当り柱キャップ（1）・φ 4 × 12 トラスタッピン 1種（2）・2連引き用ガイド（2）・φ 4 × 30 ナベタッピン 2種ガイド付ネジ（8）	
戸当り柱アンカー（1）・φ 4 × 13 セルフドリリングビス（1）・アンカー棒（1）・戸当り柱用レール固定板（1）	
2 連式ガイド柱用レール固定板（1）・φ 4 × 16 トラスタッピン 3種（4）・戸先ガイドローラー（1）
M10 × 55 六角ボルト（2）・M10 用ナット（2）・M10 用バネ座金（2）・M10 用平座金（4）
2連引きストッパーセット（1）・2連引き用連結部品（2）・	
M8 × 30 六角ボルト（4）・M8用バネ座金（4）・M8用平座金（4）・扉浮き止めストッパー（4）・レールアンカー（5）	
2 連式レールアンカー（2）・レールジョイント金具（3）・M4× 10 トラス小ネジ（12）

ヒンジセット 100 角形材門扉調整ヒンジ上（1）・100 角形材門扉調整ヒンジ下（1）・施工説明書［ME-2135］（1）

戸当り部品セット 戸当り固定裏板（6）・M4× 8トラス小ネジ（6）

●施工前に確認してください。勝手の確認
●本説明書では、引戸の勝手を下記の通り示しています。

引き込み方向

先導扉 親扉

引き込み方向

先導扉親扉

道路側より見て
・「右側」へ引き込む.→.「右引き」
・「左側」へ引き込む.→.「左引き」

右引き 左引き

ME�76�-052 ME�76�-053
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●納まり寸法表 （mm）

DW× 2：
引戸巾× 2

W：
施工に必要な巾

A1：
有効開口

A2：
先導扉有効開口

B：
柱内々寸法

R1：
先導扉必要レール長さ

R2：
親扉必要レール長さ

DW× 3－ 859 DW× 2－ 1099.5 DW－ 525 DW× 2－ 671.5 DW× 3－ 1508.5 DW× 2－ 1012.5
1500 × 2 3641 1900.5 975 2328.5 2991.5 1987.5
2009 × 2 5168 2918.5 1484 3346.5 4518.5 3005.5
2409 × 2 6368 3718.5 1884 4146.5 5718.5 3805.5
2918 × 2 7895 4736.5 2393 5164.5 7245.5 4823.5

納まり図 ●施工前に必ず確認してください。
●本図は、「右引き（道路側より見て）」・「外観図」です。

●引戸を閉じた場合

●先導扉のみ開いた場合（親扉落し棒止め）

●引戸を全開にした場合

戸当り柱用レール固定板

扉浮き止めストッパー（先導扉側）
2連式レールアンカー

自走防止部品 扉浮き止めストッパー
（先導扉側）

扉浮き止めストッパー（親扉側）

扉浮き止めストッパー（親扉側）

戸先ガイドローラー

戸当り柱

戸当り

親扉落し錠

2連引きストッパーB
2連引きストッパーA

2連引き用連結部品

2連式ガイド柱用
レール固定板

2連引き用
ガイド柱

2連引き用ガイド柱

抜け止めストッパー

抜け止めストッパー

親扉レール残り寸法：C2
先導扉レール残り寸法：C1

錠・錠受けちり寸法：5
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5

引戸巾（親扉）：DW

386

引戸巾（先導扉）：DW

GL

戸先ガイドローラー
先導扉 親扉

道路側

家側

2 連引き ※本図は、DW=2918・H=1200 の外観図です。
※（　）内は、H=1400 の場合を示しています。

DW× 2：
引戸巾× 2

L1：
先導扉レール
組み合わせ長さ

L2：
親扉レール
組み合わせ長さ

C1：
先導扉レール残り寸法

C2：
親扉レール残り寸法

D：
親扉側レール・
戸当り柱間寸法

L1 － R1 L2 － R2 DW－ 135.5
1500 × 2 3175 2375 183.5 387.5 1364.5
2009 × 2 2375+2375 ＝ 4750 3175 231.5 169.5 1873.5
2409 × 2 2375+2375+1875 ＝ 6625 2375+1875 ＝ 4250 906.5 444.5 2273.5
2918 × 2 2675+2375+2375 ＝ 7425 2675+2375 ＝ 5050 179.5 226.5 2782.5

道路側

家側

戸当り柱用レール固定板
扉浮き止めストッパー（先導扉側）

戸当り

扉浮き止めストッパー
（親扉側）

2連引きストッパーA

2連引きストッパーB

2連引きストッパーB

2連引きストッパーA

戸先ガイドローラー

自走防止部品

2連式ガイド柱用レール固定板

2連引き用ガイド柱

2連引き用ガイド柱

戸当り柱 戸当り

戸当り柱 戸当り

2連引き用ガイド柱

戸先ガイドローラー

抜け止めストッパー

抜け止めストッパー
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引戸巾（親扉）：DW110

トリガー出寸法：12 引戸巾（先導扉）：DW先導扉有効開口：A2
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20 以
上

14
0

以
上

25
0

以
上

11
0

14
0以
上

17
.5

54
以
上

10
3.
5

□550

151.5
131.5

□500

扉浮き止めストッパー・
レール先端ズレ寸法：10

扉浮き止めストッパー・
レール先端ズレ寸法：10

柱・レール間寸法：250.5
戸当り柱・親扉側レール間寸法：D

15
5

45
11
0

戸
当
り
柱
高
さ：
13
04
.5（
15
04
.5）

76
戸
当
り
長
さ：
11
98（
13
98
）

40
0

110トリガー出寸法：12 引戸巾（先導扉）：DW43.5 有効開口：A1

75

110トリガー出寸法：12 引戸巾（先導扉）：DW43.5 有効開口：A175
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納まり図

●引戸を閉じた場合

●先導扉のみ開いた場合（親扉落し棒止め）

●引戸を全開にした場合

11
4

戸当り柱用レール固定板
扉浮き止めストッパー（先導扉側）

2連式レールアンカー

自走防止部品

扉浮き止めストッパー（先導扉側）

扉浮き止めストッパー
（親扉側）

扉浮き止めストッパー
（親扉側）

戸先ガイドローラー

戸当り柱

戸当り

親扉落し錠

2連引きストッパーB

2連引きストッパーA

2連引き用連結部品

戸先ガイドローラー

2連式ガイド柱用レール固定板

2連引き用ガイド柱

2連引き用ガイド柱

抜け止めストッパー

抜け止めストッパー

隙間塞ぎパネル

隙間塞ぎパネル

親扉レール残り寸法：C2
先導扉レール残り寸法：C1
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柱内々寸法：B
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引戸巾（親扉）：DW

386

引戸巾（先導扉）：DW

先導扉 親扉

GL

道路側

家側

戸当り柱用レール固定板

扉浮き止めストッパー（先導扉側）

戸当り柱 戸当り

戸当り

扉浮き止めストッパー（親扉側）

2連引きストッパーA

2連引きストッパーB

2連引きストッパーB 2連引きストッパーA

戸先ガイドローラー

自走防止部品

2連式ガイド柱用レール固定板

2連引き用ガイド柱

2連引き用ガイド柱

戸当り柱 戸当り

2連引き用ガイド柱

戸先ガイドローラー

隙間塞ぎパネル
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先導扉レール残り寸法：C1
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レール先端ズレ寸法：10

扉浮き止めストッパー・
レール先端ズレ寸法：10

柱・レール間寸法：250.5
戸当り柱・親扉側レール間寸法：D

15
5

45
11
0

戸
当
り
柱
高
さ：
13
04
.5（
15
04
.5）

76
戸
当
り
長
さ：
11
98（
13
98
）

40
0

110トリガー出寸法：12 引戸巾（先導扉）：DW43.5 有効開口：A1

75 110
トリガー出寸法：12

引戸巾（先導扉）：DW43.5 有効開口：A175

75
シ
リ
ン
ダ
ー
位
置

：
90
0（
10
00
）

40
0

施工に必要な巾：W
親扉必要レール長さ：R2

先導扉必要レール長さ：R1
190

引戸巾（親扉）：DW

34

110

75 柱内々寸法：B

GL

道路側

家側

2 連引き（隙間塞ぎパネル付き） ※本図は、DW=2918・H=1200 の外観図です。
※（　）内は、H=1400 の場合を示しています。

●納まり寸法表 （mm）

DW× 2：
引戸巾× 2

W：
施工に必要な巾

A1：
有効開口

A2：
先導扉有効開口

B：
柱内々寸法

R1：
先導扉必要レール長さ

R2：
親扉必要レール長さ

DW× 3－ 859 DW× 2－ 1099.5 DW－ 525 DW× 2－ 671.5 DW× 3－ 1508.5 DW× 2－ 1012.5
1500 × 2 3641 1900.5 975 2328.5 2991.5 1987.5
2009 × 2 5168 2918.5 1484 3346.5 4518.5 3005.5
2409 × 2 6368 3718.5 1884 4146.5 5718.5 3805.5
2918 × 2 7895 4736.5 2393 5164.5 7245.5 4823.5

DW× 2：
引戸巾× 2

L1：
先導扉レール
組み合わせ長さ

L2：
親扉レール
組み合わせ長さ

C1：
先導扉レール残り寸法

C2：
親扉レール残り寸法

D：
親扉側レール・
戸当り柱間寸法

L1 － R1 L2 － R2 DW－ 135.5
1500 × 2 3175 2375 183.5 387.5 1364.5
2009 × 2 2375+2375 ＝ 4750 3175 231.5 169.5 1873.5
2409 × 2 2375+2375+1875 ＝ 6625 2375+1875 ＝ 4250 906.5 444.5 2273.5
2918 × 2 2675+2375+2375 ＝ 7425 2675+2375 ＝ 5050 179.5 226.5 2782.5

ME2�86-003

ME2�86-00�

●パネル付き側面図
ガイド柱

2連式ガイド柱用
レール固定板

隙間塞ぎパネル

2連引き
ストッパーA

□550

10
0
隙
間
塞
ぎ
パ
ネ
ル
高
さ

：
11
03（
13
03
）

11423.5

75

ガ
イ
ド
柱
高
さ

H：
13
49
.5（
15
49
.5
）

40
0 75

引
戸
高
さ

D
H：
12
00（
14
00
）

ME2�86-005



SHINNIKKEI － 5 － EXTERIOR (ME-2�86)

① 2連引き用ガイドを 2連引き用ガイド柱に取付
けてください。
②アンカー棒を 2連引き用ガイド柱（戸先側）の
下部に差し込んでください。

１ 柱部品の取付け ●「右引き（道路側より見て）」・「内観図」のイラストで示しています。

１－１	 ガイド柱部品の取付け

戸当り柱には上下がありません。引戸の
勝手に合わせて上下を反転してくださ
い。

①戸当り柱を戸当り門柱キャップに取付けてくだ
さい。
②戸当り柱を L型アンカーに取付けてください。
③埋め込まない側のGLシール ( 上端より 400 ㎜の
位置にある）をはがしてください。

ME2�86-006

１－２	 戸当り柱部品の取付け

引戸の勝手に合わせて、柱の戸先側を確
認してください。

φ4×12
トラスタッピン 1種

φ4×13
セルフドリリングビス

戸当り門柱キャップ
CY-3450

L 型アンカー
LB-1105

33

戸当り柱

上側のGLシールを
はがす

道路側

家側

●ガイド柱部品の取付け

●戸当り柱部品の取付け

ME2�86-032

φ4×30
ナベタッピン 2種
ツイストネジ

2連引き用ガイド
GP-1621

アンカー棒
AN-1045

2 連引き用
ガイド柱

アンカー棒は
戸先側に取付ける

道路側

家側

戸先側



SHINNIKKEI － 6 － EXTERIOR (ME-2�86)

柱内々寸法 :B

190

75

34

103
.5

54
以上

20
以上

GL 表示

GL 表示

戸当り柱

2連引き用
ガイド柱

GL

ガ
イ
ド
柱
高
さ
：
13
49
.5
( 1
54
9.
5)

戸
当
り
柱
高
さ
：
13
04
.5
( 1
50
4.
5)

道路側

家側

２ 柱の設置位置の確認
●「納まり図」で巾および高さ寸法を確認してください。
● (　) 内は、H=1400 の場合を示しています。
●「右引き（道路側より見て）」・「内観図」のイラスト
で示しています。

①「納まり図」および図を参照して、柱の設置位
置を確認してください。

（mm）

　DW× 2：　
引戸巾× 2

B: 柱内々寸法

1500 × 2 2328.5

2009 × 2 3346.5

2409 × 2 4146.5

2918 × 2 5164.5

●寸法表

ME2�85-008

●設置イメージ図

「3-3. 柱・レールの埋め込み」のとき、
水平・垂直レベルを正確に合わせてく
ださい。
※寸法が正確でないと、引戸の設置ができ
なかったり、施錠不良の原因になります。

※壁との取合いが正確でないと、ハンドル
と干渉するなど、開閉操作に支障がでる
恐れがあります。

10
3.5

190

54
以
上

20
以
上

22
4.
5
75 34

道路側

家側 端部を合わせる　端部を合わせる

2連引き用
ガイド柱

戸当り柱

壁

柱内々寸法 :B

●設置寸法図

ME2�86-007

●本章では柱の設置位置を確認してくだ
さい。

●柱の埋め込みは、後工程の「3-3.柱・レー
ルの埋め込み」でレールと同時に行います。

２－１	 柱の設置位置の確認



SHINNIKKEI － 7 － EXTERIOR (ME-2�86)

３ 柱・レールの設置 ●「納まり図」で寸法を確認してください。
●「右引き（道路側より見て）」・「内観図」のイラストで示しています。

３－１	 レールの配置と連結

①レールの本数と配置を確認してください。
②必要に応じて、レールを連結してください。

●レールの配置

道路側

家側
親扉用レール：1875

444.5:レール残り寸法（切断可）

906.5:レール残り寸法（切断可）

親扉用レール：2375

先導扉用レール：2375先導扉用レール：2375
（取付孔付き）

先導扉用レール：1875
連結 連結

連結

75250.5
2273.5

道路側

家側
親扉用レール：3175

169.5:レール残り寸法（切断可）

231.5:レール残り寸法（切断可）
連結

先導扉用レール：2375 先導扉用レール：2375

75250.5
1873.5

道路側

家側
親扉用レール：2375

先導扉用レール：3175

75250.5387.5：レール残り寸法（切断可）

183.5：レール残り寸法（切断可）

1364.5

道路側

家側

先導扉用レール：2675先導扉用レール：2375

親扉用レール：2675親扉用レール：2375
226.5:レール残り寸法（切断可）

179.5:レール残り寸法（切断可）
先導扉用レール：2375
（取付孔付き）

連結 連結

連結

75250.5
2782.5

（mm）

DW× 2：
引戸巾× 2

先導扉用レール 親扉用レール

1500 × 2 3175 2375

2009 × 2 4750
（2375+2375） 3175

2409 × 2 6625
（2375+2375※+1875）

4250
（2375+1875）

2918 × 2 7425
（2675+2375※+2375）

5050
（2675+2375）

●レール寸法表

※中間部となるレールには、両端に取付孔があいています。

ME2�86-30�

ME2�86-302

ME2�86-303

ME2�86-30�

DW× 2:.
引戸× 2 1500 × 2

DW× 2:.
引戸× 2 2009 × 2

DW× 2:.
引戸× 2 2409 × 2

DW× 2:.
引戸× 2 2918 × 2

レールは、下図「レールの配置」通りに施工
してください。
※配置を間違えると、「6-4」で自走防止部品が取
付けられなくなる場合があります。



SHINNIKKEI － 8 － EXTERIOR (ME-2�86)

柱・レールの設置

戸当り柱

レールアンカー

レール
アンカー

2連式レールアンカー

φ4×16
トラスタッピン
3種

φ4×16
トラスタッピン 3種

2連式ガイド柱用
レール固定板

戸当り柱用
レール固定板

2連式
レールアンカー

レール

扉浮き止め
ストッパー

扉浮き止め
ストッパー

2連引き用ガイド柱
（戸先側に取付け）

戸
当
り
柱

250.5
1030

R1 240.5

1030

R2 D

387.51500×2
169.52009×2
444.52409×2
226.5

183.5
231.5
906.5
179.52918×2

DW×2:
引戸巾

C1: 先導扉
レール残り寸法

C2: 親扉
レール残り寸法

C2

C1

R1

R2　

道路側

家側

● 2本のレールをレールジョイント金具
で連結してください。

３－２	 レールの取付け

①図を参照し、レールに部品をスライドさせて取
付けてください。
②レールを柱に取付けてください。

M4×10
トラス小ネジ

M4×10
トラス小ネジ

レールジョイント金具
NJ-11レール

レール
ETC-2663

ME2�86-009

レールを連結する場合

レール端部には必ず扉浮き止めストッ
パーを取付けてください。
※取付けないと、引戸の脱輪および転倒
の原因になります。

●部品配置図

道路側

家側

戸当り柱ガイド柱

250.5
※落し受けツボ
　（「6-6」参照）

B

R1110

R2 D

①②③ ③④④②③

②③⑤②③

① 戸当り柱用レール固定板 EB-2382
② 扉浮き止めストッパー EB-1680
③ レールアンカー NAN-19
④ 2連式レールアンカー NAN-45
⑤ 2連式ガイド柱用レール固定板 NAN-46

ME2�86-0�0

DW× 2:
引戸巾

R1: 先導扉
必要レール長さ

R2: 親扉
必要レール長さ

B：
柱内々寸法

D：
親扉側レール	
戸当り柱間寸法

1500 × 2 2991.5 1987.5 2328.5 1364.5
2009 × 2 4518.5 3005.5 3346.5 1873.5
2409 × 2 5718.5 3805.5 4146.5 2273.5
2918 × 2 7245.5 4823.5 5164.5 2782.5

ME2�86-0��



SHINNIKKEI － 9 － EXTERIOR (ME-2�86)

柱・レールの設置

３－３	 柱・レールの埋め込み

①水糸または水準器で、水平レベルを合わせてく
ださい。
②GL面より 15mmレール頭が出るように、柱お
よびレールを埋め込んでください。

柱の埋め込み時には、「2. 柱の設置位
置の確認」を参照し、寸法を正確に合
わせてください。
※寸法が正確でないと、引戸の設置ができ
なかったり、施錠不良の原因になります。

戸車

レール

15GL 
ME2�86-0��

●柱の基礎寸法図

500

埋
め
込
み
：
40
0m
m

500

GL 表示を目安に
埋め込む

コンクリートで
固定

戸当り柱戸当り柱

２連引き用ガイド柱

●埋め込み寸法＝ 400 ｍｍ
※GL表示を目安に埋め込んでください。

埋
め
込
み
：
40
0m
m

550 550

GL 表示を目安に
埋め込む

コンクリートで
固定

2連引き用
ガイド柱

柱の埋め込み時には、水平・垂直レベ
ルを正確に合わせてください。
※寸法が正確でないと、引戸の設置ができ
なかったり、施錠不良の原因になります。

※壁との取合いが正確でないと、ハンドル
と干渉するなど、開閉操作に支障がでる
恐れがあります。

柱の埋め込み

レールの埋め込み

①「納まり図」および「2. 柱の設置位置の確認」
で設置寸法を確認してください。
②柱をレールと同時に埋め込んでください。

ME2�86-0�2

ME2�86-0�3



SHINNIKKEI － �0 － EXTERIOR (ME-2�86)

４ 引戸部品の取付け ●「右引き（道路側より見て）」・「内観図」のイラストで
示しています。

①戸車および孔フサギカバーを引戸に取付けてく
ださい。

４－２	 戸車・孔フサギカバーの取付け

４－１	 縦框キャップ（下部）の取付け

①引戸に同梱の「縦框キャップセット」内の施工
説明書 [ME-2151] を参照して、縦框キャップを
引戸に取付けてください。

参照説明書
・「縦框キャップ」施工説明書..[ME-2151]

2ヶ所に取付ける

先導扉

戸車
LC-1062

φ5×12
トラスタッピン3種

孔フサギカバー
C-1584

戸先側
M8×30
六角ボルト
M8用バネ座金

ME2�86-0�5ME�7��-0�3-�

●戸車の取付位置図

M10×55 六角ボルト
M10 用平座金

戸先ガイドローラーセット
NLC-32

M10 ナット
M10 用バネ座金
M10 用平座金

親扉上框

道路側

家側

４－３	 戸先ガイドローラーの取付け

①戸先ガイドローラーセットを親扉上框に
取付けてください。

ME2�86-0�6

戸先ガイドローラーセット

10
m
m
あ
け
る

親扉

●取付部断面図

ME�7��-0�7-�

孔フサギカバーの取付けは
先導扉のみになります。



SHINNIKKEI － �� － EXTERIOR (ME-2�86)

引戸部品の取付け

４－５	 連結部品の取付け

①2連引き用連結部品を引戸に取付け
てください。

４－４	 2 連引きストッパーの取付け

①扉の引き込み側縦框に、2連引きストッ
パーのネジ持ちをスライドさせて挿入し
てください。

2 連引きストッパーは仮組みされ
ています。ボルトを緩めてネジ持
ちを挿入してください。

●先導扉の場合

●親扉の場合

●取付位置図

連結部品の向きを正しく
取付けてください。

先導扉親扉

連結部品 ME�76�-023-�

道路側

家側

2連引き
ストッパー B
ETC-4956

ボルトを緩めて
スライド

先導扉

縦框

ネジ持ちボルトを緩めて
スライド

2連引き
ストッパー B

道路側

家側

引き込み側

●取付詳細図

ME2�86-0�7

②位置を合わせて、ボルトを締め付けてく
ださい。

●取付位置図

先導扉

2連引きストッパーB

2連引きストッパーA

親扉

引き込み側

引き込み側
道路側

家側

2連引き
ストッパー A
ETC-4955

ボルトを
緩めてスライド

親扉

ME2�86-033

ME�76�-0�0-2

●取付詳細図

2 連引き
ストッパー A

ボルトを緩めて
スライド

ネジ持ち

縦框

道路側

家側

引き込み側

ME2�86-0�8
ME2�86-03�

●先導扉の場合

先導扉

連結部品

扉に
あてる先導扉

2連引き用
連結部品
BS-1088 道路側

家側

M8×30 六角ボルト
M8バネ座金　
M8平座金

●親扉の場合

扉に
あてる

連結部品
親扉

親扉

2連引き用
連結部品
BS-1088

M8×30 六角ボルト
M8バネ座金　
M8平座金

道路側

家側

ME2�85-0�9

※本図は、先導扉側
を示しています。

ME2�85-020



SHINNIKKEI － �2 － EXTERIOR (ME-2�86)

５ 引戸の設置 ●「右引き（道路側より見て）」・「内観図」のイラストで示しています。

５－１	 親扉の設置

①ガイドローラーに親扉をはさみ、戸車をレール
に載せてください。

５－２	 先導扉の設置

①戸先ガイドローラーセットに先導扉をは
さみ、戸車をレールに載せてください。

道路側

家側

戸車をレールに載せる

ガイドローラーに
親扉をはさむ

親扉

親扉用レール

道路側

家側
2連引き用連結部品

2連引き用
連結部品

戸先ガイドローラーセットに
先導扉をはさむ

先導扉

親扉

連結部品の位置に
注意する

戸車をレールに載せる

先導扉用
レール

ME2�86-022

ME2�86-02�

連結部品の位置に注意して先
導扉を設置してください。

オプション品の隙間隠しパネルを取付け
る場合は「隙間隠しパネル」の施工説明
書［ME-2187] を.
参照してください。
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引戸の設置

５－３	 抜け止めストッパーの取付け

①先導扉に孔ふさぎビスを取付けてください。
②親扉に抜け止めストッパーを取付けてく
ださい。

●抜け止めストッパー取付位置図

抜け止めストッパー
BS-1087

親扉

φ4×16
セルフドリリングビス

膜付グロメット
C-1505

ME2�86-02�

●先導扉の場合

●親扉の場合

φ4×16
セルフドリリングビス

孔ふさぎビス

先導扉

ME2�86-023

孔ふさぎビス抜け止めストッパー

先導扉親扉

ME2�86-035
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６ 引戸取付後の作業と調整
●「右引き（道路側より見て）」・「内観図」の
イラストで示しています。
※「外観図」と指示のある場合を除きます。

６－１	 戸当り・錠受けの取付け

①戸当りと錠受けを取付けてください。

引戸錠HA型の施工説明書 [ME-1746] を
合わせて参照してください。

M4×8 
トラス小ネジ

M4×8 
トラス小ネジ

M4×10 
トラス小ネジ

戸当り 

引戸用錠受け
DL-1652 

※戸当りと
　共締め

戸当り固定裏板
BP-1885 

戸当り柱

道路側

６－２	 錠の取付け
①「引戸錠HA型」と同梱の施工説明書 [ME-1746]
を参照して、錠を取付けてください。

参照説明書
・「引戸錠HA型」施工説明書 [ME-1746]

ME2�86-025

６－３	 ガイドローラーの調整

①ガイドローラーのボルトまたはナットを緩めて、
引戸とガイドローラーの位置を調整してくださ
い。

調整後、ボルトを確実に締め付け、固定
してください。

ME2�86-026

※本図は外観図を示しています。

● 2連引き用ガイドの調整 ●戸先ガイドローラーセットの調整

調整巾調整巾

親扉

ガイドローラー

2連引き用ガイド

ガイド柱

ボルトを緩めて
調整

8mm 8mm5mm

調整巾

ガイドローラー

戸先ガイドローラーセット

先導扉

親扉

ナットを緩めて
調整

5mm5mm5mm
調整巾

ME2�86-027



SHINNIKKEI － �5 － EXTERIOR (ME-2�86)

引戸取付後の作業と調整

道路側

家側

2連引き用
ガイド柱

φ4×13
セルフドリリングビス

151.5mm

先導側レール

自走防止金具
ETC-4857

φ3.5mmの
下孔をあける

①自走防止金具をレールに取付けてください。

ME2�86-028

６－４	 自走防止金具の取付け

必ず所定の位置に自走防止金具を取付け
てください。
※扉の全開時、強風などによる予期せぬ自
走の原因となります。

ME2�86-029

GL 
戸当り柱側

151.5
131.5

自走防止金具
2連引き用ガイド柱

●取付位置図

②取付け後、扉を最後まで押し開け、自走防止機
能（扉が自走防止部品を乗りこえて止まるか）
を確認してください。

●取付け後は、必ず扉の開閉操作を行い（扉を全
開にして）自走防止機能を確認してください。
●扉を開く場合は、扉を最後まで押し開けるよう施
主様に説明してください。

※扉を最後まで押し開けないと、強風などによる予期せ
ぬ自走の原因となります。

●ここでは、「標準納まり」の取付位置
のイラストで示しています。.

●現場状況により、引戸の納まりが異な
る場合には、現場対応で取付けてくだ
さい。

６－５	 戸車と扉浮き止めストッパーの調整

①戸車の調整ボルトを緩め、戸車の位置を調整し
てください。

戸車のツメを扉浮き止めストッパーの切
欠きに引っ掛け、引戸が持ち上がらない
ことを確認してください。

調整後、ボルトを確実に締付け、固定し
てください。

扉浮き止めストッパー

戸車

調整巾
±3.5mm

ボルトを緩めて
調整

ツメを切欠きに
引っ掛けること

GL 

ME�76�-03�-�

扉浮き止めストッパー
の切欠き

戸車のツメ

ME�76�-033-�



SHINNIKKEI － �6 － EXTERIOR (ME-2�86)

引戸取付後の作業と調整

６－６	 落し受けツボの埋め込み

①「先導扉のみを開いた状態」にしてください。	
（※「納まり図」を参照。）

②親扉の落し錠位置に合わせて、落し受けツボを
埋め込んでください。

落し錠

引戸

落し受けツボ
UD-1022

※引戸に
　垂直に埋め込む

ME2�86-030

先導扉のみを開いた状態で作業を行って
ください。
※「納まり図」で確認してください。

GL 

落し受けツボ

28.5

20
3

ME2�86-03�

●取付詳細図●取付位置図
先導扉のみを開いた状態

落し受けツボ

親扉

ME�76�-0�6-2

●ビス・ボルト類が確実に締め付けられているか確認してください。
●可動部品については作動チェックを行い、不具合がないか確認してください。また、必要に応じて調整してください。
●使用上危険な箇所等がないか点検してください。

施工完了時の注意事項

■施工工事店様、販売店様へのお願い
●「取扱説明書」に基づき（同梱されているもののみ）商品の使用方法、保守点検方法およびメンテナンス方法を必ず施主様に説明してください。
●この施工説明書は、施工完了後施主様にお渡しください。

施	工	完	了	日 年　　　　　月　　　　　日

施	工	工	事	店
TEL（　　　　　）　　　　　　　-　

販			売			店
TEL（　　　　　）　　　　　　　-　

この商品についてのご質問やご相談は右記の窓口にお問い合せください。 お客様相談室 0120-126-001
LIXIL インターネットホームページ　http://www.l ixi l .co. jp


